東京都の市区町村別・統計データの利用（MapInfo）

１．Tokyo.TABを開く

→【ウィンドウ】→【ブラウザウィンドウを表示】でプロパティの確認

→ 【テーブル】→【エクスポート】→【保存する場所】をMOに、【ファイル名】をTOKYO.MIFとし、【保存】でデータをエクスポート→新しいファイル、TOKYO.MIF（図形データ）、TOKYO.MIF（プロパティデータ）ができる。秀丸で内容を確認する。

４． ExcelでTOKYO.MIDを開く。その際、カンマで区切られたデータとして入力する。

５．東京都のホームページから地域別昼間人口（平成７年）のExcelデータを開く。入手法は

東京都のホームページ

http://www.metro.tokyo.jp/index.htm
東京ポケットメモ・統計

ようこそ東京都庁へ／統計情報
http://www.soumu.metro.tokyo.jp/08toukei/a_toukei/nf_index.htm
統計データ（分野別）

http://www.soumu.metro.tokyo.jp/08toukei/a_toukei/TOB4I200.HTM
Ｂ　人口

http://www.soumu.metro.tokyo.jp/08toukei/a_toukei/TOB4I900.HTM
６　調査名：国勢調査

　　(2) 東京都の昼間人口　平成７年

http://www.soumu.metro.tokyo.jp/08toukei/a_toukei/TOB5PV00.HTM
第１表　男女、地域別昼間人口　Ｅｘｃｅｌ　４．０
http://www.soumu.metro.tokyo.jp/08toukei/a_toukei/HYOU/TOB6CLA0.XLS
６．５で得た昼間人口のExcelデータのうち、B列からJ列までをコピーし、４で開いたTOKYO.MIDのC列に貼り付ける。

→ 区市名、昼間人口（平成７年）、面積、夜間人口を除いたその他の列を削除する。

→ 面積と夜間人口を入れ替える。その結果、C列が区市名、D列が昼間人口、E列が夜間人口、F列が面積となる

→ A列とC列の区市名が同じ行に並ぶように列を削除・追加する。

・注意１：平成７年に 秋川市と五日市町が合併し、あきる野市となった。そこで秋川市の行にあきる野市のデータを挿入する。

・注意２：瑞穂町・日の出町・檜原村・奥多摩町を合わせて西多摩郡という。あきる野市の下に西多摩郡の合計データがあるので、それを西多摩郡の行に挿入する。

→ A列とC列の区市名がすべて同じとなったことを確認し、C列の区市名を削除する。

→ 【名前をつけて保存】から、【ファイル名】を"TOKYO1.MID"、【ファイルの種類】をCSV（カンマ区切り）とし、保存する。

７．TOKYO.MIFを秀丸で開き、

→ Columns 2をColumns 5に変更

注：TOKYOのフィールドが、昼間人口・夜間人口・面積が追加され、２から５に増加。

→ 行政コード Char(5)の下に、昼間人口 Integer、夜間人口 Integer、面積 Floatの３行を追加する。

　注：昼間人口と夜間人口のデータが整数型、面積が実数型であることを意味する。

→ 【名前をつけて保存】から、【ファイル名】を"TOKYO1.MIF"とし、保存する。

８．MapInfoにて、【テーブル】→【ファイルのインポート】→【ファイル名】にTOKYO1.MIFを選択→【テーブルへのインポート】→【ファイル名】にTOKYO1.TABとして保存する。

９．MapInfoを一度終了し、TOKYO1.TABを開く。

→【ウィンドウ】→【ブラウザウィンドウを表示】で, 昼間人口・夜間人口・面積が追加されていることを確認する。

課題１

１．TOKYO1ブラウザに、昼間人口密度と夜間人口密度の２つのフィールドを追加せよ。

ヒント：テキストのP25より、【ブラウザ】→【表示フィールドを指定】→演算式･･･

２．昼間人口、夜間人口、昼間人口密度、夜間人口密度に関する主題図を作成し、各図の特徴を考察せよ（Word文書にて作成）。

課題２

東京都のホームページの統計データ（分野別）

http://www.soumu.metro.tokyo.jp/08toukei/a_toukei/TOB4I200.HTM
にあるB 人口、F 建設及び住居などから、区市別に分類されているデータを１つ選び、上記５～７の操作で、新しくTOKYO2.TABを作成し、主題図を作成し、各図の特徴を考察せよ（Word文書にて作成）。

例：人口の動き、年齢別の人口、外国人登録人口、世帯数、建て方（一戸建、長屋、共同住宅）、階数、など

